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◆地域で取組みが求められる課題について県へ要望！
～県内商工会議所会頭・副会頭会議を開催～

◆館山市より入札参加申請に関するお知らせ

◆市内事業所永年勤続優良従業員表彰式を挙行
～38名が表彰の栄に浴する～

◆常議員会・研修会を開催

◆まちづくり委員会と市商協が研修会を開催

◆千葉県最低賃金改正のお知らせ

◆経済底流を読み解く
～戦後最大の危機とわが国経済への悪影響～

館山写真コンクール入賞作品「鏡ケ浦の風景：北条海岸」

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「譁日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.15％（平成20年11月1日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



会 議 所 だ よ り
平成20年12月10日（２）

富
津
館
山
道
路
と
と
も
に
、
南
房

総
へ
の
観
光
需
要
を
深
く
半
島
内

へ
浸
透
さ
せ
る
資
質
を
有
し
て
お

り
、
海
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
観
光
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
中
心
と
し

た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

「
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
、
多
目
的
桟
橋
の
整

備
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
22
年
３
月
完
成
を
目
途
に
工

事
を
進
め
て
い
る
。

②
国
営
公
園
誘
致
に
関
す
る
要
望

国
営
公
園
に
つ
い
て
は
、現
在
、

全
国
で
17
箇
所
が
事
業
化
さ
れ
て

お
り
、
平
成
５
年
度
「
国
営
明
石

海
峡
公
園
」
が
事
業
化
さ
れ
て
以

来
、
防
災
を
主
た
る
目
的
と
し
た

「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
」
を

除
い
て
、
新
規
の
国
営
公
園
の
事

業
化
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

県
と
し
て
は
引
き
続
き
、「
南

房
総
地
域
を
対
象
と
し
た
国
営
公

園
の
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」
国

の
関
係
省
庁
に
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

③
道
路
問
題
に
関
す
る
要
望

館
山
・
鴨
川
道
路
に
つ
い
て

は
、
平
成
10
年
６
月
に
地
域
高
規

境
を
保
全
及
び
創
出
し
、
海
浜
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
海
岸
環
境

整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

一
期
事
業
の
８
０
０
ｍ
区
間
に

つ
い
て
、突
堤
や
養
浜
が
概
成
し
、

現
在
、
広
場
等
背
後
地
の
整
備
に

着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
館
山
市
が
進
め
る
シ
ン
ボ

ル
ロ
ー
ド
事
業
と
の
整
合
を
図
り

つ
つ
、
景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
遊

歩
道
や
駐
車
場
等
の
利
便
施
設
整

備
を
進
め
、
早
期
完
成
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
館
山
港
は
南
房
総
エ
リ
ア

で
重
要
な
拠
点
港
で
あ
り
、
陸
の

玄
関
口
で
あ
る
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
や

①
港
湾
に
関
す
る
要
望

館
山
港
海
岸
は
、
高
潮
等
の

面
的
防
護
と
あ
わ
せ
良
好
な
環

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
対
し
、

県
か
ら
の
回
答
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
、
11
月
20
日
に
県
内
20
の
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
と
、
堂
本
千
葉

県
知
事
・
県
庁
部
課
長
と
の
意
見
交
換
を
開
催
し
、
地
域
で
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
要
望
が

な
さ
れ
た
。

会
議
で
は
、
各
会
議
所
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
堂
本
知
事
や
関
係
部
課
長
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
回
答
が
あ
っ
た
。

当
所
か
ら
は
、
千
葉
県
に
よ
る
早
急
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
地
域
の
課
題
と
し
て
、「
地
域
開
発
・
地

域
振
興
」
関
係
と
し
て
、
①
館
山
港
海
岸
環
境
整
備
事
業
（
ビ
ー
チ
利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
）
の
早
期
完

成
・
館
山
港
港
湾
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
つ
い
て
、
②
房
総
南
部
国
営
公
園
の
誘
致
に
つ
い
て
、「
交
通

網
の
整
備
」
関
係
と
し
て
、
③
「
県
都
１
時
間
構
想
」
の
実
現
及
び
、
地
域
高
規
格
道
路
館
山
・
鴨
川
道
路

並
び
に
（
仮
称
）
船
形
バ
イ
パ
ス
、
東
京
湾
港
道
路
の
早
期
事
業
化
に
つ
い
て
、
④
首
都
圏
か
ら
の
ス
ム
ー

ズ
な
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
Ｊ
Ｒ
特
急
列
車
の
運
行
に
つ
い
て
の
４
点
を
要
望
し
た
。

地
域
で
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
県
へ
要
望
！
知
事
を
交
え
て
意
見
交
換
を
開
催

〜
平
成
20
年
度
千
葉
県
内
商
工
会
議
所
会
頭
・
副
会
頭
会
議
を
開
催
〜

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111



光
立
県
千
葉
」
の
実
現
に
向
け
て

極
め
て
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
お
い
て
も
大
切
な
役
割
を

担
っ
た
路
線
の
一
つ
で
あ
る
。

内
房
線
特
急
「
さ
ざ
な
み
」
は
、

平
成
17
年
12
月
10
日
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
、
平
日
昼
間
の
特
急
３
往
復

が
臨
時
列
車
に
変
更
さ
れ
た
。
県

で
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
発
表
が
あ

っ
た
後
、
直
ち
に
臨
時
列
車
と
さ

れ
る
日
中
の
特
急
を
再
度
定
期
化

す
る
と
と
も
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

等
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
列
車
本

数
を
運
行
す
る
な
ど
利
便
性
を
回

復
す
る
よ
う
、「
千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線

複
線
化
等
促
進
期
成
同
盟
」
を
通

会 議 所 だ よ り
（３）平成20年12月10日

し
た
が
、
本
年
３
月
に
国
土
交
通

大
臣
よ
り
、
東
京
湾
港
道
路
を
含

む
海
峡
横
断
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
調
査
に
つ
い
て
、
個
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
調
査
は
今
後

行
わ
な
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
７
月
４
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
国
土
形
成
計
画
で

は
、「
長
期
的
視
点
か
ら
取
り
組

む
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
県
と

し
て
は
、
対
岸
地
域
の
動
向
、
画

期
的
な
技
術
開
発
な
ど
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
を
注
視
し
て
い
く
。

④
Ｊ
Ｒ
特
急
電
車
の

運
行
に
関
す
る
要
望

内
房
線
は
、
県
内
の
地
域
住
民

の
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、「
観

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

ロックシティ店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

じ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
に
対

し
、
臨
時
の
要
望
を
し
た
。

そ
の
後
、
期
成
同
盟
の
路
線
別

重
点
要
望
と
し
て
盛
り
込
み
、
平

成
20
年
度
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
本
社
及
び
千
葉
支
社
を
訪
問

し
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
沿
線
市
町
村
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
引
き
続
き
粘
り
強
く
働

き
か
け
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
に
県
か
ら
は
、
当

所
の
提
出
し
た
要
望
に
つ
い
て
力

強
い
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ

を
受
け
て
当
所
と
し
て
も
、
要
望

事
項
の
実
現
に
向
け
関
係
団
体
の

協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

格
道
路
の
計
画
路
線
に
指
定
さ

れ
、
こ
の
う
ち
の
館
山
市
か
ら
和

田
町
間
の
約
19
㎞
が
平
成
11
年
12

月
に
調
査
区
間
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。現

在
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け

る
渋
滞
状
況
調
査
な
ど
現
道
に
お

け
る
課
題
を
整
理
し
、
道
路
構
造

の
見
直
し
や
現
道
を
活
用
し
た
ル

ー
ト
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
、
緊
急
性
や
整
備
効
果
の
高
い

区
間
な
ど
整
備
方
策
の
検
討
等
を

進
め
て
い
く
。

（
仮
称
）
船
形
バ
イ
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
国
道
１
２
７
号
の
交
通

混
雑
の
緩
和
や
富
浦
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
か
ら
館
山
湾
方
面
へ
の
ア

ク
セ
ス
改
善
等
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
本
バ
イ

パ
ス
計
画
の
具
体
化
に
向
け
て
、

市
街
地
地
区
へ
の
対
応
や
館
山
市

道
と
の
一
体
的
整
備
な
ど
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
館
山
、
南
房
総
両

市
と
協
議
・
調
整
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
湾
口
道
路
に
つ
い
て
は
、

千
葉
県
富
津
市
か
ら
神
奈
川
県
横

須
賀
市
に
至
る
首
都
圏
の
広
域
幹

線
道
路
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お

り
、
南
房
総
地
域
は
も
と
よ
り
県

民
の
利
便
性
向
上
や
地
域
経
済
の

活
性
化
等
を
図
る
上
で
、
重
要
な

道
路
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
に
お
い

て
、
東
京
湾
港
道
路
に
関
す
る
基

礎
的
な
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

館
山
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
工
事
請
負
や
物
品
供
給
な
ど
の
入
札
参
加
申
請
の
受
付
け
を
実
施
し
ま
す
〉

平
成
21
・
22
年
度
の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

館
山
市
が
発
注
す
る
事
務
用
品
や
材
料
な
ど
の
物
品
を
納
入
し
た
り
、
建
設
工
事
を
受
注
す
る
に
は

入
札
参
加
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
２
年
に
１
度
の
入
札
参
加
資
格
申

請
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
の
受
注
を
希
望
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
有
効
期
間
は

平
成
21
・
22
年
度
の
２
年
間
で
す
。（
期
間：
平
成
21
年
６
月
１
日
〜
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
）

こ
の
申
請
書
作
成
要
領
は
、
12
月
中
旬
以
降
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

く
わ
し
く
は，

館
山
市
役
所
管
財
契
約
課
（
蕁
22
―
３
２
９
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

【
受
付
期
間
】
平
成
21
年
２
月
２
日
（
金
）
〜
平
成
21
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

（
土
･
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

【
受
付
業
種
】
①
建
設
工
事
・
②
測
量
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
・
③
物
品
供
給
等



会 議 所 だ よ り
平成20年12月10日（４）

矢
野
雅
史
（
㈱
清
水
屋
商
店
）

飯
田
愛
子
・
川
崎
ひ
と
み
（
㈱
オ

ム
ニ
コ
館
山
工
場
）

蟀
勤
続
15
年
以
上
　
１
名

岡
田
ジ
ョ
シ
リ
ン
（
㈲
上
田
商

店
）

蟀
勤
続
５
年
以
上
　
１
名

山
口
秀
子
（
㈲
上
田
商
店
）

市
内
事
業
所
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
挙
行

館
山
市
・
館
山
商
工
会
議
所
な
ら
び
に
館

山
市
商
店
会
連
合
会
が
行
う
平
成
20
年
度
市

内
事
業
所
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式

が
、
11
月
27
日
館
山
商
工
会
館
で
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
制
度
は
、
他
の
模
範
と
な
る
勤

労
意
欲
と
誇
り
高
い
愛
社
精
神
で
、
永
年
に

わ
た
り
所
属
企
業
の
発
展
に
尽
力
し
、
さ
ら

に
地
域
経
済
を
力
強
く
支
え
る
原
動
力
で
あ

る
優
秀
な
従
業
員
を
表
彰
す
る
、
権
威
の
高

い
表
彰
制
度
で
す
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
館
山

市
長
・
館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表

彰
、
勤
続
30
年
以
上
９
名
、
勤
続

10
年
以
上
27
名
、
館
山
市
商
店
会

連
合
会
会
長
表
彰
、
勤
続
15
年
以

上
１
名
、
勤
続
５
年
以
上
１
名
の

合
計
38
名
の
皆
様
で
す
。
氏
名
及

び
事
業
所
名
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

蟀
勤
続
30
年
以
上
　
９
名

石
橋
章
男
・
草
間
裕
美
（
譛
館

山
自
動
車
学
校
）

前
原
邦
夫
・

田
村
俊
昭
（
鏡
浦
自
動
車
㈱
）

長
谷
川
茂
雄
（
㈲
房
州
日
日
新
聞

社
）

村
田
久
人
（
房
南
興
業
建

材
㈱
）

石
井
勝
成
（
㈲
三
平
商

会
）

三
澤
美
千
代
・
井
上
武
幸

（
房
州
物
流
㈱
）

蟀
勤
続
10
年
以
上
　
27
名

菅
沼
洵
哉
・
鈴
木
昭
・
竹
村
好

博
・
山
口
艶
子
・
小
川
芳
江
・
原

美
智
子
（
安
房
運
輸
㈱
）

鈴
木

勝
美（
㈲
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
織
田
）

月
原
寿
子
・
山
口
恵
子
（
㈱
房
洋

堂
）

山
口
和
子
・
岡
野
き
よ
子

（
㈲
白
濱
屋
支
店
）

加
藤
昇
・

早
川
竜
也（
譛
館
山
自
動
車
学
校
）

平
山
透
・
石
闢
智
・
佐
々
木
昭

雄
・
吉
田
岩
夫
（
昭
和
運
送
興
業

㈱
）

勝
俣
拓
示
・
北
村
英
幸

（
鏡
浦
自
動
車
㈱
）

酒
井
喜
代

子
（
㈲
上
田
商
店
）

酒
井
聖
・

落
合
秀
佳
・
真
田
利
明
・
秋
保
み

ど
り
（
㈱
ア
ス
カ
佛
商
）

館
山
市
長
・

館
山
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

館
山
市
商
店
会
連
合
会
会
長
表
彰

30年以上。石橋章男さん

10年以上。菅沼洵哉さん15年以上。岡田ジョシリンさん

５年以上。山口秀子さん

2009年開運カレンダー
先着30名様にプレゼント

当所作成の2009年開運カレンダー
「大吉招福ごよみ」を会員の中から先着
30名様に差し上げます。
ご希望の方は蕁22－8330までお申し

込み下さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



会 議 所 だ よ り
（５）平成20年12月10日

ま
た
、
会
議
終
了
後
に
は
、

『
館
山
湾
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
講

師
と
し
て
館
山
市
経
済
観
光
部
参

事
　
笠
井
善
幸
氏
、
商
工
観
光
課

長
　
上
野
学
氏
を
お
迎
え
し
て
研

修
会
を
開
催
し
た
。

研
修
会
で
は
、
多
目
的
観
光
桟

橋
や
渚
の
駅
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
等
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い

た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
利
活
用

し
た
今
後
の
地
域
活
性
化
に
関
す

る
方
向
性
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
出
席
者
か
ら
は
、
既

存
の
市
街
地
も
含
め
た
ま
ち
づ
く

り
全
般
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ

れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な

っ
た
。

ら
、
厳
し
さ
を
増
す
経
営
環
境
や

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
小

規
模
小
売
店
が
ど
の
よ
う
に
対
応

し
、
個
店
と
地
元
商
店
街
の
活
性

化
を
ど
の
よ
う
に
実
現
で
き
る
の

か
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
自
分
の
店

な
ら
で
は
の
特
徴
を
、
あ
ら
た
め

て
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
よ

う
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
店

舗
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
で
き
そ

う
だ
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。

当
所
女
性
会
（
会
長
　
倉
持
久

子
　
会
員
46
名
）
で
は
、
９
月
25

日
（
木
）
に
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
目
的
で
、
秋
の
研
修
会
を

開
催
し
た
。

今
回
は
22
名
が
出
席
し
、
森
永

製
菓
鶴
見
工
場
の
見
学
と
、
鈴
本

演
芸
場
の
寄
席
見
物
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
10
月
15
日
（
水
）
に
は
、

千
葉
県
女
性
会
連
合
会
の
平
成
20

年
度
視
察
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

３
名
が
出
席
し
た
。

こ
の
視
察
で
は
、
商
品
陳
列
方

法
、
接
客
方
法
な
ど
に
工
夫
を
凝

ら
し
、
シ
ョ
ッ
プ
の
数
、
質
に
お

い
て
も
消
費
者
の
大
き
な
支
持
を

得
て
い
る
一
方
、
わ
が
国
の
物
販

形
態
に
ね
じ
れ
を
生
じ
さ
せ
る
お

そ
れ
を
包
含
す
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

の
雰
囲
気
を
実
際
に
体
感
す
る
た

め
、
静
岡
県
の
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア

当
所
で
は
、
11
月
４
日
平
成
20

年
度
第
３
回
常
議
員
会
を
開
催

し
、
左
記
の
と
お
り
新
会
員
が
承

認
さ
れ
た
。

蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍
蠍蠍蠍蠍蠍

常
議
員
会
・
研
修
会
を
開
催

11
月
14
日
、
当
所
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
（
委
員
長
　
小
林
義
和
）

と
館
山
市
商
業
協
同
組
合
（
代
表

理
事
　
廣
井
武
雄
）
で
は
、
研
修

会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、『
個
店
の

経
営
資
源
を
活
用
し
た
地
域
商
業

活
性
化
の
推
進
』
を
テ
ー
マ
に
、

㈱
ラ
フ
ィ
ネ
ッ
ト
総
合
企
画
代
表

取
締
役
の
水
井
澄
人
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
た
。

水
井
氏
は
、「
お
店
の
経
営
資

源
を
活
用
し
た
繁
盛
店
づ
く
り
」

や
「
商
店
・
商
店
街
の
た
め
の
一

店
逸
品
運
動
」
な
ど
の
経
験
が
豊

富
で
、
様
々
な
事
例
を
交
え
な
が

ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
訪
れ
た
。

さ
ら
に
10
月
17
日
（
金
）
に
は
、

花
の
ま
ち
館
山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
少
し
で
も
協
力
し
よ
う
と
、

会
員
11
名
で
バ
イ
パ
ス
に
菜
の
花

の
種
ま
き
を
実
施
し
た
。

『
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
』
と

『
市
商
協
』
が

研
修
会
を
開
催
！

年
末
年
始
の
館
山
商
工
会
議

所
事
務
局
一
般
事
務
、
な
ら
び

に
商
工
会
議
所
窓
口
に
お
け
る

館
山
市
商
業
協
同
組
合
事
務

は
、
平
成
20
年
12
月
27
日
（
土
）

〜
平
成
21
年
１
月
４
日
（
日
）

ま
で
業
務
を
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

商
工
会
議
所
の

年
末
年
始
事
務

〈
女
性
会
活
動
報
告
〉

事　業　所　名 

ＢＥＡＲ　ベアー 

㈲ケア・オフィス館山 

季節料理　こみや 

代　表　者 

熊　澤　夕　子 

永　井　功　司 

小　宮　　　進 

営 業 種 目 

飲 食 業 

福祉サービス 

飲 食 業 

　住　　所 

北条 2550－81 

館山 1490－1 

船形 512－1

新入会員のみなさまです、どうぞよろしくお願いいたします！ 



会 議 所 だ よ り
平成20年12月10日（６）

千
葉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
）
及
び
、
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
千
葉
県
最

低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

『
平
成
20
年
10
月
31
日
か
ら

時
間
額
７
２
３
円

（
従
来
は
７
０
６
円
）』

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い

賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
仮
に
、
こ
の
額

よ
り
低
い
賃
金
を
定
め
て
い
て

も
、
法
律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、

最
低
賃
金
と
同
額
の
定
め
を
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

◎
こ
の
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
・

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
賞
与
、
時
間
外
手
当
、
深
夜

手
当
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◎
月
給
制
・
日
給
制
の
場
合
は
、
時

間
額
に
換
算
し
て
比
較
し
ま
す
。

◎
最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
が
、
精
神
又
は
身
体

の
障
害
に
よ
り
著
し
く
労
働
能
力

の
低
い
者
等
に
つ
い
て
は
、
使
用

者
が
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
最
低
賃
金
の
減
額

の
特
例
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

◎
「
千
葉
県
最
低
賃
金
」
の
他
に

業
種
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る

「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
」

が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
※
最

低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
（
蕁
０
４
３
―
２
２
１
―
２

３
２
８
）
か
最
寄
の
労
働
基
準
監

督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い

24
時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

０
４
３
―
２
２
１
―
４
７
０
０

千
葉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.chiba-roudou

kyoku.go.jp
申
込
期
間

平
成
20
年
12
月
８
日
（
月
）
〜

平
成
21
年
２
月
６
日
（
金
）

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
平

成
９
年
４
月
本
格
施
行
、
12
年
４

月
完
全
施
行
、
以
下
「
法
」
と
い

う
）
に
よ
り
、
①
「
容
器
」「
包

装
」
を
利
用
し
て
中
身
を
販
売
す

る
事
業
者
②
「
容
器
」
を
製
造
す

る
事
業
者
③
「
容
器
」
お
よ
び

「
容
器
」「
包
装
」
が
付
い
た
商
品

を
輸
入
し
て
販
売
す
る
事
業
者

は
、「
特
定
事
業
者
」
と
呼
ば
れ
、

再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
義

務
が
あ
り
ま
す
（
但
し
、
小
規
模

事
業
者
は
除
き
ま
す
）。「
特
定
事

業
者
」
に
該
当
す
る
場
合
は
、
不

明
な
点
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
早

め
に
再
商
品
化
委
託
申
込
の
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
特
定
事
業
者
に
該
当
す
る
か
否

か
は
、
譛
日
本
容
器
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、「
特
定
事
業
者
」
で
あ

り
な
が
ら
、
再
商
品
化
義
務
を
履

行
し
て
い
な
い
場
合
は
、
平
成
１

２
年
４
月
の
「
法
」
の
完
全
施
行

時
ま
で
遡
及
し
て
義
務
を
履
行
し

て
い
た
だ
く
（
再
商
品
化
委
託
申

込
を
行
っ
て
い
た
だ
く
）
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

譛
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
で
検
索
）
で
は
、
再
商

品
化
委
託
申
込
に
関
す
る
左
記
の

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
協
会
の
業
務
内
容
や

再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
係

る
様
々
な
デ
ー
タ
や
情
報
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

◇
特
定
事
業
者
の
た
め
の

申
込
手
続
き
の
ご
案
内

「
再
商
品
化
委
託
申
込
方
法
」

◇
判
断
に
迷
っ
た
場
合
の

具
体
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

Ｑ
＆
Ａ
集
」

◇
用
語
の
意
味
を
知
り
た
い
時
は

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

百
科
事
典
」

◇
再
商
品
化
義
務
を

履
行
し
た
事
業
者
を
掲
載

「
再
商
品
化
義
務
履
行
者
リ
ス
ト
」

◎
法
律
の
概
要
、
特
定
事
業
者
の

判
断
、
遡
及
申
込
等
に
関
す
る
相

談
は
、
譛
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
３
―
５
２
５
１
―
４
８
７

０
）

千
葉
県
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

◎
委
託
申
込
関
係
書
類
の
請
求

は
、
譛
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
　
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
蕁
０
３
―
５
６
１
０
―
６

２
６
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

平
成
21
年
度
の
再
商
品
化

委
託
申
込
受
付
中
！

伊
勢
神
宮
の
第
62
回
式
年
遷
宮
が
平
成
25
年
10
月
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の

式
年
遷
宮
に
関
し
ま
し
て
は
、
奉
賛
会
の
役
員
と
し
て
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

が
会
長
と
な
り
、
ま
た
各
県
の
商
工
会
議
所
連
合
会
長
が
地
区
の
会
長
と
し
て

参
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
当
所
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
後
日
、
ご
集
金
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す

※
な
お
、
本
奉
賛
金
は
法
人
の
場
合
全
額
損
金
、
個
人
の
場
合
は
一
定
の
金
額

を
所
得
控
除
で
き
ま
す
。

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
募
金
の
お
願
い

※ 尚、奉賛金にご協力いただいた方には、下記のとおり待遇が予定されております。　神宮司庁  

会員種別 

 

名誉会員 

特別会員 

 

 

 

 

　 

　 

協 賛 員 

寄 付 額 特別参拝位置 期　限 

平成45年迄 

平成40年迄 

平成35年迄 

〃 

平成30年迄 

〃 

平成28年迄 

〃 

１回 

〃 

案  内  状 

  

〃 

〃 

奉  祝  祭 

〃 

〃 

 

〃 

－ 

－ 

そ の 他  

 

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

〃  

－  

 

 

〃 

〃 

〃 

 

〃 

 

〃 

絵　葉　書 

－ 

感謝状･  
記念品  

特　別 
名誉会員 

10,000,000円 
以上 

5,000,000円 
以上 

2,000,000円 
以上 

1,000,000円 
以上 

500,000円 
以上 

100,000円 
以上 

50,000円 
以上 

10,000円 
以上 

5,000円 
以上 

1,000円 
以上 

１　級 
有功会員 

２　級 
有功会員 

３　級 
有功会員 

１　級 
賛助会員 
 

２　級 
賛助会員 

 
３　級 
賛助会員 

 

内玉垣南御門外 

〃 

〃 

〃 

中重御鳥居際 

〃 

外玉垣南御門内 

〃 

〃 

〃 

遷  宮  祭 
奉  祝  祭 

奉賛章を以て 
案内状に代える 

感　謝　状 
卓   布  （大） 
広　報　誌 

徴古館・農業館 
神宮美術館観覧 

感　謝　状 
卓   布  （小） 
広　報　誌 

扇　　　子 
広　報　誌 

 



会 議 所 だ よ り
（７）平成20年12月10日

11
月
16
日
（
日
）
第
２
回
「
移

住
体
感
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。
今
回
の
テ

ー
マ
は
「
館
山
で
子
育
て
」
で
す
。

さ
て
、
迎
え
た
当
日
、
南
総
文

化
ホ
ー
ル
駐
車
場
に
て
39
名
（
14

家
族
）
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
、

一
同
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
、
ツ
ア

ー
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
雨
の
降

る
天
候
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

ず
、
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
富
崎
小
学
校
で
の
体
験
授
業
を

前
に
、
主
催
者
一
同
に
よ
る
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
金

丸
市
長
、
高
橋
校
長
、
そ
し
て
青

年
部
を
代
表
し
安
田
会
長
か
ら
歓

迎
の
挨
拶
を
行
い
、
参
加
児
童
は

各
教
室
へ
。

保
護
者
の
見
守
る
な
か
、
低
学

年
教
室
で
は
輪
投
げ
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
高
学
年
教
室

で
は
少
人
数
制
を
活
か
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
普
段
と
は
趣
の
異
な

る
内
容
に
自
然
と
笑
顔
の
こ
ぼ
れ

る
生
徒
た
ち
。「
う
ま
く
発
表
で

き
た
よ
」
と
父
兄
の
方
へ
手
を
振

る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

１
時
間
の
授
業
を
終
え
、
一
階

の
多
目
的
室
に
移
動
。
富
崎
小
の

児
童
ら
に
よ
る
伝
統
民
謡
「
安
房

節
」
の
披
露
。
さ
ら
に
、
今
年
に

な
っ
て
富
崎
地
区
へ
移
り
住
ん
で

き
た
遠
藤
夫
妻
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
こ
で
外
へ
出
て
み
る
と
、
心

配
さ
れ
て
い
た
空
模
様
も
回
復
。

予
定
通
り
、
市
内
散
策
へ
と
繰
り

出
し
ま
し
た
。
漁
師
街
特
有
の
起

伏
に
富
ん
だ
地
形
、
入
り
組
ん
だ

家
屋
の
間
を
抜
け
、
海
を
眺
め
る

参
加
者
た
ち
。
さ
ら
に
「
お
せ
っ

会
」
が
紹
介
し
た
古
民
家
で
暮
ら

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
平
井
さ
ん

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
現
場
も
見
学
し

ま
し
た
。

富
崎
小
に
戻
り
、
バ
ザ
ー
を
見

学
。
昼
食
場
所
の
富
崎
館
で
は
、

お
せ
っ
会
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

先
輩
移
住
者
で
あ
る
浅
野
さ
ん
の

ス
ピ
ー
チ
、
さ
ら
に
は
、
遠
藤
夫

妻
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
披

露
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
行
政
、

不
動
産
、
移
住
者
、
お
せ
っ
会
の

４
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
「
移
住
よ

ろ
ず
相
談
会
」
で
す
。
前
回
の
ツ

ア
ー
以
上
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

人
も
多
く
、
移
住
に
対
し
て
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
は
商
工
会
議
所

青
年
部
に
属
し
た
お
せ
っ
会
と
し

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
ラインナップ 

○チラシ・パンフレット印刷 
○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 
○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 

 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-3-4　森ビル2階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449

て
の
、最
後
の
企
画
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
ツ
ア
ー
中
に
古
民
家
を
紹

介
し
た
ご
家
族
が
、
後
日
移
住
を

決
心
す
る
な
ど
、
地
域
活
性
へ
の

確
か
な
手
ご
た
え
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
へ
の
独
立
へ
向
け
、
収
穫

の
多
い
企
画
だ
っ
た
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

50
周
年
実
行
委
員
会
　

小
倉
　
輝
一

蟀
螂
蟀
螂
蟀
螂
蟀
螂
蟀
螂
蟀
蟀
螂
蟀

11
月
24
日
（
月
曜
・
祝
日
）
秋

の
Ｃ
＆
Ｂ
を
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

前
多
目
的
広
場
周
辺
で
行
い
ま
し

た
。当

日
は
エ
コ
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の

「
湾
岸
ま
る
ご
と
ゴ
ミ
拾
い
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
わ
れ
、
青
年

部
と
し
て
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

後
援
団
体
と
し
て
参
加
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
海
岸

の
美
化
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
湾
岸
ま
る
ゴ
ミ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
配
布
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
は
古

米
か
ら
作
ら
れ
た
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
！
環
境
に
配
慮
し
た
袋
を

使
用
し
て
ま
し
た
。
毎
年
、
春
・

秋
と
Ｃ
＆
Ｂ
を
開
催
し
て
ま
す

が
、
エ
コ
な
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て

海
岸
や
街
の
美
化
活
動
す
る
「
湾

岸
ま
る
ご
と
ゴ
ミ
拾
い
」
を
参
考

に
こ
れ
か
ら
我
々
も
活
動
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

当
日
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
部

員
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

総
務
親
睦
委
員
長

大
井
　
雅
之

お
せ
っ
会
で
移
住

体
感
ツ
ア
ー
を
開
催

秋
の
Ｃ
＆
Ｂ
を
実
施

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
は
、
従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
と
、
源
泉
所
得

税
の
納
付
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
下
記
の
日
程
で
個
別
指
導
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、
関
係
書

類
を
ご
持
参
の
う
え
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
１
月
６
日
（
火
）
・
８
日
（
木
）

【
時
　
間
】
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
会
　
場
】
館
山
商
工
会
議
所
　
会
議
室

【
持
参
す
る
も
の
】
平
成
20
年
分
源
泉
徴
収
簿
、
給
与
台
帳
等
関
係
諸
帳
簿
、

配
偶
者
所
得
証
明
、
生
命
保
険
の
控
除
証
明
書
、
国
民
年
金
の
控
除
証
明
書
、

国
民
健
康
保
険
の
支
払
額
の
明
細
、
納
付
書
等

【
お
問
合
せ
先
】
館
山
商
工
会
議
所
　
中
小
企
業
相
談
所
（
蕁
22
―
８
３
３
０
）

＊
＊
＊
源
泉
所
得
税
年
末
調
整
指
導
会
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊



会 議 所 だ よ り
平成20年12月10日（８）

今
回
、
米
国
で
発
生
し
た
金
融

市
場
の
混
乱
は
、
軈
戦
後
最
大
の

金
融
危
機
軋
と
い
わ
れ
て
い
る
。

昨
年
夏
に
表
面
化
し
た
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
問
題
に
端
を
発
し
、
今
年
３

月
以
降
、
米
国
の
大
手
投
資
銀
行

上
位
５
社
の
う
ち
、
す
で
に
３
社

が
破
綻
や
救
済
合
併
に
追
い
込
ま

れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
規
模
な

信
用
収
縮
が
発
生
し
た
。
そ
の
影

響
は
世
界
の
金
融
市
場
に
及
び
、

一
時
、
軈
戦
後
最
大
の
危
機
軋
と

い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
な
ほ
ど
の

状
況
に
な
っ
た
。

そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
、
わ

が
国
に
波
及
す
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
。
短
期
的
に
見
る
と
、
わ

が
国
の
金
融
機
関
が
、
米
国
の
投

資
銀
行
な
ど
に
融
資
し
て
い
た
貸

出
金
に
損
失
が
発
生
す
る
こ
と
で

あ
る
。
複
数
の
わ
が
国
大
手
銀
行

は
、
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
な

ど
に
融
資
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
。
リ
ー
マ
ン
は
、
す
で
に
米
国

の
連
邦
破
産
法
11
条
を
申
請
し
て

い
る
た
め
、
融
資
が
貸
し
倒
れ
に

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
際
、

貸
し
倒
れ
が
発
生
す
る
と
、
銀
行

は
ど
う
し
て
も
信
用
に
対
す
る
意

識
が
強
く
な
り
、
貸
し
出
し
に
対

す
る
ス
タ
ン
ス
が
慎
重
に
な
る
。

国
内
の
景
気
が
後
退
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
金
融
機
関
の
貸
し
出

し
姿
勢
が
あ
ま
り
慎
重
に
な
る

と
、
企
業
の
資
金
繰
り
に
も
悪
影

響
が
で
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
米
国
の
金
融
危
機
が
、

米
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
実
態

経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
金
融
危
機

を
き
っ
か
け
に
、
今
後
、
米
国
経

済
の
減
速
が
一
段
と
鮮
明
化
す
る

と
、
わ
が
国
か
ら
の
米
国
向
け
輸

出
は
さ
ら
に
減
少
す
る
は
ず
だ
。

わ
が
国
だ
け
で
は
な
く
、
輸
出
依

存
度
の
高
い
中
国
経
済
に
も
、
マ

イ
ナ
ス
の
効
果
が
及
ぶ
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
う
な
る
と
、
わ
が
国
の
輸

出
が
一
段
と
伸
び
悩
む
こ
と
に
な

る
。
元
々
、
国
内
の
需
要
項
目
を

見
る
と
、
経
済
全
体
を
押
し
上
げ

る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
見
当
た

ら
な
い
。
世
界
経
済
に
ブ
レ
ー
キ

が
掛
か
る
と
、
わ
が
国
の
景
気
後

退
が
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
る
可

能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
、
株
式
や
為
替
な
ど
の

金
融
市
場
の
動
向
が
不
安
定
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
家
の
リ

ス
ク
テ
イ
ク
能
力
が
減
少
す
る
。

株
価
が
下
落
す
る
と
企
業
経
営
者

の
マ
イ
ン
ド
を
冷
や
し
、
経
済
活

動
が
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
金
融
市
場
が
不
安
定
な
展
開

に
な
る
と
、
金
融
資
産
を
保
有
す

る
こ
と
に
対
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

り
、
リ
ス
ク
を
取
る
姿
勢
が
後
退

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
わ
が
国
経
済
に
と

っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た
ら

す
。今

回
の
金
融
危
機
を
違
っ
た
角

度
か
ら
見
る
と
、
従
来
の
米
国
金

融
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
破
綻
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
賃
金
水
準
の
高
い
米
国
で

は
、
労
働
集
約
型
の
産
業
を
振
興

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

米
国
は
先
進
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

駆
使
し
た
金
融
分
野
に
活
路
を
見

出
し
た
。
金
融
の
分
野
で
、
多
額

の
収
益
を
上
げ
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
多
額
の
貿
易
赤
字
を
埋
め
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、

金
融
で
儲
け
た
お
金
で
、
世
界
中

か
ら
も
の
を
買
っ
て
高
い
生
活
レ

ベ
ル
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
が
顕
在
化
し
た
後
、
米
国
自
慢

の
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
限
界
が

露
呈
し
た
。
そ
の
意
味
は
大
き
い
。

米
国
は
、
金
融
に
代
わ
る
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

米
国
の
み
が
世
界
経
済
を
牽
引
す

る
構
図
は
す
で
に
終
焉
を
迎
え
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
。
お
そ
ら

く
、
遠
く
な
い
将
来
、
世
界
経
済

の
構
図
が
少
し
ず
つ
明
確
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。
わ
が
国
も
、
そ
の

変
化
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
対
応
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く

軈
戦
後
最
大
の
危
機
軋
と
わ
が
国
経
済
へ
の
悪
影
響

〜
世
界
経
済
の
構
図
が
変
わ
る
日
〜

会議所窓口相談  法律・税務・商工相談 

商工相談日 
金融相談日 
 
毎週水曜日 
 （電話相談随時 

　お気軽にご連絡下さい） 

毎月第３金曜日 
・日本政策金融公庫（10時～12時） 

法　律      千葉県産業振興センター 

税　務      葛西  　　博  先生 

　　　      仲村  　　榮  先生 

　　　      渡辺  重太郎  先生 
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　　ご相談のときは事前にご連絡下さい。 
 




